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研究者情報

ラボメンバーになるには以下のいずれかを受験してください� �

•共創工学部文化情報工学科（思想情報学）
•文教育学部人文科学科哲学・倫理学・美術史コース
•大学院人間文化創成科学研究科 比較社会文化学専攻
思想文化学コース� �

Philosophy
(哲学) × Information Science

(情報科学)

X哲学（現代英米哲学・論理学）に通ずる問題を Cognitive Science (認知科学)の学際領域で解いていく
人工知能、言語学、人類学、心理学、神経科学、哲学、教育学の協働によって人間理解を目指す研究分野
Barry Smith, Peter Gärdenfors, Igor Douven, Sarah Jane Leslieといった哲学出身の研究者が認知科学のフィールドで活躍中

方針
人間とAIモデルのパフォーマンス比較　→（哲学が対象としてきたものを含む）人間の認識の不思議にアプローチする

テーマ(例)

「視覚的グラウンディングによる言葉の意味理解」
哲学

Q.なにができていれば言葉の意味が理解できていると言えるのか？
A.実世界のネコを指差して、「これは猫です」と指摘できればよい
「referential semantics (指示的意味論)」という考え方

AI
1. 画像処理・コンピュータビジョン技術
2. 自然言語処理技術
1+2. テキストと画像の間の自動翻訳技術（画像キャプショ二ング等）

↘ ↙
未解決課題「意味のコンピュテーション」を実現できるのではないか

↑
視覚的に表現しにくい概念が壁として立ちはだかる：そのひとつが「否定」 L. Wittgenstein

99K

画像が否定（～ない）を表すかそうでないか(N/NF)、人間は判別できるが機械学習AIモデル(CNN, ViT)はほとんどできない
↓

否定対象が直接見えないなかで画像から否定を理解する人間の高度な認識能力、AI研究の次なる挑戦へのヒントを与えてくれる

研究業績 否定は描けるか？人間と機械の画像理解を比較する

研究室設備
•実験室：文教育学部棟2号館3階予定
•データ収集ソフトウエア（Quartrics）
•視線追尾装置（Tobii）
•脳機能測定装置 fMRI（一橋大学装置利用）

教員紹介 お茶大ガゼットvol.274, p.8 可能なテーマ 紅字は関連する哲学者
•図形による論理推論 J. Barwise

•美的価値判断と共有 F. Sibley

•美術様式の識別 N. Goodman

•他者意図の推定 P. Grice, M. Bratman

•オントロジー・カテゴリ B. Smith

•総称（generic）文と偏見 S-J. Leslie

•態度動詞の認識論的推論特性 J. Hintikka

•ナッジ：自由と社会統制 C. Sunstein

•拡張現実ARを用いた可能性の理解
•クラス活性化マッピングと人間の視線
など
その他持ち込み企画も歓迎です！

X主な担当予定授業
•思想情報学／思想情報学演習
•データマイニング／データマイニング演習
（共担）
•哲学概論
•ことばと世界：論理学
など


